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オウレンま多年生草本のキンポウゲ科の植

物である 春先 新葉がそろわないうちに花

事を仲ばし 小さなイとをつける。花の写真

写真11を 注意して見ていただきたい.自

色′)イと弁とおしべ (雄ずい)に 日まれて 中

央にいくつかのめしべ (雌ずい)が 本寒を耐

えるようにひしめき合っているのがお分かり

であろうか。オウレンの花で特徴的なのは

花を咲かせて受17iがすむと めしべの■房を

支えていた子房柄が伸長して ひしめき合っ

ていた雌ずい1つ 1つが別れて袋状の果実

花が実を結んだものである。袋果の先端には

小さな穴があいていて やがて種子がallする

とこの穴から種子がこぼれ落ちるようになつ

ている。

オウレンは根茎が生薬として利用され

「黄連Jと 書かれる。根茎は地 ド部の事のこ

とで オウレンの場合年々横に向かって伸長

する。節になっている部分が地上部の茎を出

していた部分で 根茎の伸長に伴って 一飾

ずう連なつていく (写真3).ま た 根=の

断面が黄色であるので これらから 「黄連J

といわれるわけである。

オウレンの責色はアルカロイドの 1種であ

るベルベリンの色にもとづく。ベルベリンは

強い抗菌活性を有するため 塩化ベルベリン

等に製制化され細菌性 ド痢の L鴻薬として現

代医学でも適用している。 方 オウレンに

は抗南作用のは力ヽ こ清熱 消炎 nl圧 下降等

があることが知られているが 漢方において

は このうち清熱作用 とりわけ′き下部 (み

ぞおち)に 入った熱をとるのに川1いられる.

理解されづらい特徴の 1つ であるが 漢方

では疾病を五臓六腑という臓器を1lLきに考え

たり 気血という体液を中心とした見方をし

たり さまざまな病理論から見る。その

で 病邪が今どの位置にあるか という病位

を重視する見方をとり 表裏 内外といった

病位と 病の経過 伝変とを合わせて論じる

ことがある。この見方では心 ド部は体の中′しヽ

であり 体表から入ってきた病邪がここまで

到達すると重い症状になるため 心 ド部の熱

袋果を作る

こ とで あ

る.果 実の

ころ (写真

2)を みる

と 袋果が

きれいに車

軸状に並ん

でいる。こ

れら1輪の

果実は も

とは 1つの

写■3 オウレンの根菫

切断

“

iは貴色.

に対応できる黄連は重要

な生薬となる。漢方にお

いては 日に清熱といっ

ても体表の熱や胸部の熱

をとる といったように

病位に応じて論じられる

ことが多く 薬効と病理

論とは●|り離して考える

こと力iできない。
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写真 1 セリバオウレンの花

写真2 セリバオウレンの果実
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